
提

出

者

江

田

憲

司

平
成
十
五
年
四
月
一
日
提
出

質

問

第

四

五

号

イ
ラ
ク
へ
の
武
力
行
使
の
正
当
性
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
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イ
ラ
ク
へ
の
武
力
行
使
の
正
当
性
等
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

先
般
の
私
の
質
問
主
意
書
（
質
問
第
三
七
号
）
に
対
す
る
政
府
答
弁
（
内
閣
衆
質
一
五
六
第
三
七
号
。
以
下
同
じ
）
が
不
十

分
で
あ
る
の
で
、
再
度
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

政
府
答
弁
で
は
、
「
安
保
理
決
議
の
有
権
的
解
釈
を
行
う
の
は
、
安
保
理
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
国
連
決
議
六

七
八
を
、
今
回
の
武
力
行
使
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
し
て
、
い
つ
、
ど
う
い
う
形
で
、
安
保
理
が
認
め
て
い
る
の
か
。

二

少
な
く
と
も
、
フ
ラ
ン
ス
や
ロ
シ
ア
、
中
国
と
い
っ
た
常
任
理
事
国
が
、
今
回
の
武
力
行
使
を
国
際
法
違
反
、
国
連
憲
章

違
反
と
し
て
い
る
以
上
、
こ
の
問
題
で
の
安
保
理
の
有
権
的
解
釈
は
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
武
力
行
使
と
い
う
一
国

の
主
権
を
侵
害
す
る
行
為
を
既
存
の
決
議
で
正
当
化
す
る
に
は
、
最
低
限
で
も
安
保
理
で
の
有
権
的
解
釈
が
確
立
し
て
い
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

三

政
府
答
弁
で
、
国
連
決
議
六
七
八
及
び
六
八
七
が
武
力
行
使
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
し
た
上
で
、
そ
の
理
由
を
「
米
国
と

そ
の
同
盟
国
は
武
力
を
行
使
し
イ
ラ
ク
の
大
量
破
壊
兵
器
を
排
除
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
旨
述
べ
て
い
る
と
承
知
し

て
い
る
」
か
ら
と
し
て
い
る
が
、
「
米
国
と
そ
の
同
盟
国
が
主
張
」
す
れ
ば
、
国
連
決
議
は
如
何
よ
う
に
も
解
釈
で
き
る
と

い
う
意
味
か
。
「
安
保
理
決
議
の
有
権
的
解
釈
を
行
う
の
は
、
安
保
理
で
あ
る
。
」
と
の
政
府
の
立
場
と
の
整
合
性
も
、
あ

一



わ
せ
て
問
う
。

四

政
府
答
弁
で
「
お
尋
ね
の
ベ
ー
カ
ー
元
米
国
国
務
長
官
の
著
書
の
中
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
答
弁
す
る
立
場

に
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
国
連
決
議
六
七
八
を
、
当
時
の
安
保
理
議
長
と
し
て
採
択
し
た
本
人
の
考
え
（
起
草
者
意

思
）
は
重
い
と
考
え
る
。
政
府
の
立
場
の
信
憑
性
を
著
し
く
損
な
う
事
情
と
し
て
、
国
民
に
対
し
、
十
分
納
得
の
い
く
説
明

責
任
を
果
た
さ
れ
た
い
。

五

四
と
の
関
連
で
、
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会
（
平
成
十
五
年
三
月
二
十
日
）
に
お
け
る
榛
葉
賀
津
也
委
員
へ
の
政
府
参
考

人
（
林
景
一
君
）
の
答
弁
で
は
、
「
六
六
〇
と
い
う
の
は
、
・
・
・
ク
ウ
ェ
ー
ト
か
ら
の
イ
ラ
ク
軍
の
撤
退
を
要
求
し
た
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
及
び
と
い
い
ま
す
か
並
び
に
と
い
い
ま
す
か
、
ア
ン
ド
ツ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
英

語
で
は
、
同
地
域
に
お
き
ま
す
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
回
復
す
る
た
め
と
い
う
二
つ
を
挙
げ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
二
つ

が
そ
の
加
重
要
件
で
は
な
く
て
並
列
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
政
府
の
従
来
の
立
場
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
安

保
理
の
有
権
的
解
釈
で
あ
る
と
す
る
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。
「
国
連
決
議
が
多
国
籍
軍
に
認
め
て
い
た
の
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
の

解
放
だ
け
だ
か
ら
、
尊
重
す
べ
き
」
と
す
る
前
出
ベ
ー
カ
ー
氏
の
考
え
方
か
ら
し
て
も
拡
大
解
釈
で
は
な
い
か
。

六

今
回
の
武
力
行
使
を
正
当
化
す
る
米
国
と
し
て
の
立
場
は
、
「
自
衛
権
の
行
使
」
も
含
む
の
か
。
そ
れ
と
も
、
日
本
政
府

二



の
立
場
と
同
様
、
「
自
衛
権
の
行
使
で
は
な
く
、
国
連
決
議
に
依
拠
」
す
る
も
の
な
の
か
。
改
め
て
確
認
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

三


